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十
月
二
十
五
日（
金
）に
オ
ー

プ
ン
し
た
大
型
商
業
施
設「
テ

ラ
ス
モ
ー
ル
松
戸
」の
三
階
に
、

産
学
連
携
に
よ
る「
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
・
ロ
コ
ロ
コ
」が
誕
生
し

ま
し
た
。
本
学
児
童
学
科
と
社

会
福
祉
学
科
の
学
生
・
教
員
が

開
発
に
協
力
し
、コ
ン
セ
プ
ト

づ
く
り
か
ら
設
置
す
る
遊
具
に

至
る
ま
で
、
細
部
に
わ
た
っ
て

企
業
と
検
討
を
重
ね
、
た
く
さ

ん
の
こ
だ
わ
り
を
詰
め
た
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の「
ロ
コ
ロ
コ
」と
い
う
名

称
も
、
本
学
の
学
生
が
名
づ
け

ま
し
た
。“
ロ
ー
カ
ル
”と
い
う

意
味
と
、
子
ど
も
・
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
に“
ロ
ッ
ク
オ
ン
”の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

松
戸
の
特
産
で
あ
る
梨
の
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
、

太
い
幹
を
境
に
し
て
、
知
育
玩

具
で
遊
ん
だ
り
絵
本
を
読
め
る

「
ゆ
っ
た
り
ゾ
ー
ン
」と
、ソ
フ

ト
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
な
ど
が
で
き

る「
の
び
の
び
ゾ
ー
ン
」の
エ
リ

ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。ラ
ッ

ク
に
は
、
児
童
学
科
教
員
に
よ

る
よ
り
す
ぐ
り
の
絵
本
が
並
び
、

床
面
は
か
わ
い
ら
し
い
動
物
パ

ネ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
の
研
究
、
学
び
を
生
か

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
的
な

裏
付
け
に
よ
っ
て
完
成
し
た
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
・
ロ
コ
ロ
コ
。
今

後
は
、
親
子
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て

い
く
予
定
で
す
。
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令
和
元
年
度
秋
期
聖
徳
大
学

大
学
院
入
学
式
を
、九
月
二
十
一

日（
土
）九
時
半
よ
り
香
順
メ
ディ

ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
し
ま

し
た
。

　

学
長
告
辞
に
お
い
て
川
並
弘

純
学
長
は「Society 5.0

を
前

に
急
速
に
物
事
が
動
い
て
い
く

現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
の
は
、

“
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
”。

先
進
的
研
究
や
社
会
的
成
果

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
私
た
ち

は
常
に“
人
と
し
て
”互
い
に

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。聖
徳
大

学
大
学
院
で
今
の
自
分
よ
り
も

さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
」と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
秋
学
期
入
学
生

二
十
一
名
を
代
表
し
て
、
児
童

学
研
究
科
通
信
教
育
課
程
の
川

邊
敏
明
さ
ん
が「
高
度
の
研
究

能
力
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

豊
か
な
学
識
を
養
う
べ
く
、

日
々
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
十
一
時
か
ら
、

令
和
元
年
度
秋
期
聖
徳
大
学
大

学
院
学
位
記
授
与
式
、
聖
徳
大

学
卒
業
証
書
学
位
記
授
与
式
、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
卒
業
証

書
学
位
記
授
与
式
を
川
並
香
順

記
念
講
堂
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

大
学
院
九
名（
う
ち
博
士
の
学

位
取
得
者
二
名
）、大
学
七
十
八

名
、短
大
十
五
名
、計
百
二
名
に

学
位
記
、
卒
業
証
書
学
位
記
が

授
与
さ
れ
、
川
並
弘
純
学
長
は

「
社
会
に
存
在
す
る
の
は
唯
一

無
二
の
答
え
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
価
値
観
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
知
識
や
知
見
を

広
げ
て
く
だ
さ
い
。
自
ら
考
え
、

自
ら
の
責
任
で
日
々
邁
進
し
て

く
だ
さ
い
」と
は
な
む
け
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

秋
期
の
入
学
式
・
卒
業
式
を
挙
行

　

十
一
月
十
六
日（
土
）・
十
七
日

（
日
）、
第
五
十
五
回
聖
徳
祭
を

行
い
ま
し
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ

は「
巻
き
起
こ
せ
感
動
を
！
私

た
ち
が
創
る
新
時
代
」。

　

学
生
か
ら
募
集
し
た
聖
徳
祭

ポ
ス
タ
ー
は
三
十
二
点
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
学
友
会（
自
治

会
）役
員
と
聖
徳
祭
委
員
を
務

め
る
教
員
が
選
考
し
た
結
果
、

総
合
文
化
学
科
二
年
の
作
品
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選
出
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
は
、
松
戸
駅
周
辺

の
商
店
街
の
協
力
に
よ
り
多
く

の
店
舗
に
掲
示
さ
れ
、
学
内
外

が
聖
徳
祭
に
向
け
て
活
気
づ
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

聖
徳
祭
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
青
空
の
下
で
行
っ
た
野
外

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
は
じ
め
、
学

生
た
ち
は
日
頃
の
活
動
や
研
究

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

短
大
総
合
文
化
学
科
の「
千ち

産さ
ん

千ち

商し
ょ
う

」で
は
、フ
ー
ド
・
調
理

ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
が
企
画・開
発

し
、
地
元
の
和
菓
子
店「
峰
月
」

で
商
品
化
し
た「
と
き
め
く
♡

ど
ら
焼
き
」や「
万
葉
軒
」で
商

品
化
し
た「
あ
じ
さ
い
ね
ぎ
コ

ロ
ッ
ケ
」を
販
売
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
好
評
で
あ
っ
た「
松

戸
市
名
店
コ
ラ
ボ
企
画
」で
は
、

昨
年
度
出
店
し
た
松
戸
市
内
の

人
気
飲
食
店「
中
国
料
理 

天
廣

堂
」と「
和
菓
子
所 

八
矢
庵
」に

加
え
て
、「
日
本
料
理 

し
の
」

「
ダ
イ
ニ
ン
グ 

パ
ス
ト
ー
ル
」

を
招
い
て
行
い
、
来
場
者
は
地

元
で
愛
さ
れ
る
お
い
し
い
料
理

や
菓
子
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
友
会
本
部
は
、聖
徳

祭
の
華
や
か
な
幕
開
け
を
飾
っ

た
開
会
式
や
、
卒
業
生
が
一
堂

に
会
し
た「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
」、
多
く
の
来
場
者

が
参
加
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な

ど
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
中
夜
祭
で

は
、
在
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員

の
有
志
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
歌
の

発
表
の
ほ
か
、
す
て
き
な
賞
品

が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
目
に
は
二
〇
二
〇
年
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
松
戸
市
と

連
携
し
て
、
特
別
企
画「
ス
ポ
ー

ツ
の
力
で
つ
な
が
ろ
う
！
」を

実
施
し
ま
し
た
。
児
童
学
部
の

百
瀬
定
雄
教
授
が
講
演
し
た
ほ

か
、
岡
崎
朋
美
氏（
本
学
客
員

教
授
）、
西
山
淳
哉
氏（
一
般
社

団
法
人
パ
ル
シ
ッ
プ
代
表
理

事
）、
平
川
孝
広
氏（
社
会
福
祉

法
人
彩
会
ザ
ザ
ビ
ー
・
ド
ゥ
）の

三
名
を
招
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
の
会
場
も
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
二
日
間
と
も
大

盛
況
で
し
た
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

▼
学
園 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
大
学
院
・
大
学
・
短
大 

▼
幼
児
教
育
専
門
学
校 

・・・・・・・・・

▼
附
属
女
子
中
・
高 

・・・・・・・・・・・・

▼
取
手
聖
徳
女
子
中
・
高 

・・・・・・・・

▼
小
学
校 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
幼
稚
園 

・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・・・・・・・・・・
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第
五
十
五
回

聖
徳
祭

「
巻
き
起
こ
せ
感
動
を
！

私
た
ち
が
創
る
新
時
代
」

中夜祭東京五輪音頭ー2020ー

保育者のたまごのカーニバル（保育科）

聖徳大学大学院入学式

川並弘純学長の告辞

正門アーチ

学生が企画・開発した「あじさいねぎコロッケ」は大好評（総合文化学科）

大
型
商
業
施
設「
テ
ラ
ス
モ
ー
ル
松
戸
」に

大
学
が
開
発
に
協
力
し
た

「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
・
ロ
コ
ロ
コ
」が

オ
ー
プ
ン
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十
月
十
一
日（
金
）、ル
ー
マ

ニ
ア
の
陸
上
一
五
〇
〇
㍍
走
、

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ボ
ボ
ー
チ
ャ

選
手
を
招
き
、「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

交
流
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
ル
ー
マ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
文

化
交
流
協
会
、
松
戸
市
関
係
者
、

本
学
教
員
お
よ
び
学
生
が
多
数

参
加
し
ま
し
た
。

　

九
月
十
八
日（
水
）、ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
の
ド
ミ
ン
ゲ
ス
大
使

が
本
学
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
国
は
、松
戸
市
が
東
京
五
輪

に
お
け
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
務

め
て
お
り
、児
童
学
科
ス
ポ
ー
ツ

健
康
コ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
て

本
学
の
教
員
・
学
生
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ボ
ー
チ
ャ
選
手
は
、
Ｉ
Ａ

Ａ
Ｆ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ー
グ

（
七
月
、ロ
ン
ド
ン
）を
経
て
、東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
が

決
定
し
、
現
在
は
国
際
大
会
を

中
心
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を

取
る
こ
と
が
目
標
と
話
し
て
お

り
、
学
生
か
ら
は
普
段
の
練
習

方
法
な
ど
に
つ
い
て
多
く

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
が
歓
迎
の
歌
や
折
り

紙
の
く
す
玉
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
、ボ
ボ
ー
チ
ャ
選

手
か
ら
は
直
筆
サ
イ
ン
入

り
カ
ー
ド
が
一
人
ひ
と
り

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
思
い

が
け
な
い
贈
り
物
に
、
学

生
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
作
法
室
に
場

所
を
移
し
、
茶
道
部
が
お

茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

ボ
ボ
ー
チ
ャ
選
手
は
、
作

法
つ
い
て
積
極
的
に
質
問

し
、
高
い
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

　

大
使
は
、
聖
徳
学
園
建
学
記

念
館
、
川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
、

聖
徳
博
物
館
な
ど
の
施
設
見
学

し
、「
素
敵
な
学
び
の
園
で
あ

る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
さ
ら
に
機

運
が
高
ま
っ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
機
に
真
の
国

際
性
を
身
に
付
け
、
多
く
の
学

生
が
来
年
の
東
京
五
輪
に
お
い

て
も
、多
方
面
に
わ
た
り
活
動
し

社
会
貢
献
し
て
い
く
姿
に
多
く

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
し
ま
し
た
。

　

松
戸
向
陽
高
校
は
、

千
葉
県
教
育
委
員
会

の
県
立
学
校
改
革
推

進
プ
ラ
ン
の
第
一
次

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、
県
全
体
の

福
祉
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
の
福
祉
教

育
の
拠
点
校
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結

は
、高
校
と
大
学
の
相
互
交
流
・

連
携
を
通
じ
て
高
校
生
の
視
野

を
広
げ
、
進
路
に
対
す
る
意
識

や
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も

に
、
大
学
の
求
め
る
学
生
像
お

よ
び
教
育
内
容
へ
の
理
解
を
深

め
、
か
つ
高
校
教
育
・
大
学
教

育
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
川
並
弘
純
学
長
は
、

「
大
学
、
高
等
学
校
と
学
校
種

は
違
う
が
、互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き

た
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

奥
山
校
長
は
、「
生
徒
の
教
育
、

そ
し
て
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
向
け
て
、
ま
た
今
後
の
福
祉

社
会
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
し

て
い
く
中
で
、
専
門
職
を
携
え

た
生
徒
た
ち
が
地
域
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　

聖
徳
大
学
な
ら
び
に
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
は
、
十
月
一
日

（
火
）、
千
葉
県
立
松
戸
向
陽
高

等
学
校（
奥
山
眞
壽
美
校
長
）と

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

協定を交わす川並弘純学長（右）と奥山眞壽美校長

クラウディア・ボボーチャ選手

ドミンゲス大使（右）＝創立者の胸像前にてお茶を点てる様子に興味津々みんなで応援しましょう！

ル
ー
マ
ニ
ア
の
陸
上
競
技
選
手
、

ボ
ボ
ー
チ
ャ
選
手
と
学
生
が
交
流

　
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、

松
戸
市
は
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

指
定
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
大
使
が

本
学
を
表
敬
訪
問

令
和
元
年
度

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生

労
働
大
臣
表
彰

令
和
元
年
度

千
葉
県
栄
養
改
善
大
会

に
お
け
る
栄
養
改
善
関

係
功
労
者
知
事
表
彰

令
和
元
年
度

千
葉
県
栄
養
改
善
大
会

に
お
け
る
優
良
栄
養
士

表
彰

著
書『
摂
関
期
女
房
と
文
学
』

（
平
成
三
十
年
四
月 

青
簡
舎
）

※
平
安
文
学
・
語
学
研
の
女
性
研
究
者
の

　

著
作
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

　

栄
養
士
養
成
や
業
務
発
展
に

お
い
て
多
年
に
わ
た
り
貢
献
し

た
こ
と
に
よ
り
、
本
学
の
教
員

が
次
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

聖徳大学
人間栄養学部

今井 悦子 教授

聖徳大学
文学部

諸井 彩子 准教授

聖徳大学
人間栄養学部

須永 美幸 教授

聖徳大学
人間栄養学部

川村 千波 准教授

　

パ
ラ
陸
上
世
界
選
手
権
二
〇 

一
九
女
子
走
り
幅
跳
び（
視
覚

障
が
い
Ｔ
11
）の
決
勝
が
十
一
月

九
日（
土
）に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）の
ド
バ
イ
で
行
わ

れ
、本
学
児
童
学
科
客
員
教
授

の
高
田
千
明
氏
が
四
㍍
六
九
の

日
本
新
記
録
で
四
位
に
入
り
、東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
に
内

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
皆

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

高
田 

千
明

客
員
教
授
が

東
京
パ
ラ
代
表
に

内
定

■
■■

■
■
■■

■
■
■■

■
■
■■

■
■
■■

■
■

■

■
■
■■

■
■
■■

■
■
■■

■
■
■■

■
■
■■

　

九
月
十
五
日（
日
）、
松
戸
中

央
公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
12

〜
伝
説
の
こ
ど
も
魂
〜
」（
聖
徳

大
学
児
童
学
研
究
所
・
生
涯
学

習
研
究
所
主
催
）を
開
催
し
ま

し
た
。
二
度
の
雨
天
延
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
千
名
を
超
え
る
親

子
が
集
ま
り
、
学
生
と
ア
ー
ト

な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、十
二
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
公
園
各
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。学
内
か
ら
は
、児
童
学
科
の

ゼ
ミ（
大
成
ゼ
ミ
、
関
口
ゼ
ミ
、

西
園
ゼ
ミ
、
祓
川
ゼ
ミ
）、
美
術

部
、
保
育
科
か
ら
二
団
体（
北

沢
Ｇ
ｒ
、
永
井
Ｇ
ｒ
）が
参
加

し
ま
し
た
。
地
域
団
体（
保
育

園
き
ぼ
う
の
た
か
ら
・
つ
ば
さ
、

ま
つ
ど
工
房
、
じ
ゅ
ん
び
し
つ
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
会

議
等
）も
楽
し
い
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
大
き
な
ゾ
ウ

の
下
で
絵
の
具
遊
び
を
す
る

「
ド
リ
ー
ム
ダ
ン
ボ
」（
大
成
ゼ

ミ
）や
、
空
き
箱
で
動
物
を
作

る「
ど
う
ぶ
つ
ぶ
つ
ぶ
つ
」（
北

沢
Ｇ
ｒ
＋
き
ぼ
う
の
た
か
ら
・

つ
ば
さ
）、
自
分
で
作
っ
た
楽

器
を
演
奏
し
な
が
ら
公
園
内
を

練
り
歩
く「
パ
レ
ー
ド
〜
自
分

だ
け
の
音
を
作
り
だ
そ
う
！！
〜
」

（
関
口
ゼ
ミ
）な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
文
化
コ
ー
ス

一
年
生
が
授
業
で
作
っ
た「
か

ぶ
り
寿
司
」や
ロ
ボ
ッ
ト
も
好

評
で
し
た
。

　

今
後
も
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
、
公
園
を
核
に
松
戸
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
集
結
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

〜
伝
説
の
こ
ど
も
魂
〜

ア
ー
ト
パ
ー
ク
12

「パレード〜自分だけの音を作りだそう！！〜」「ドリームダンボ」

表 

彰
第
二
次「
関

※

根
賞
」

第
十
四
回
を
受
賞

千
葉
県
立
松
戸
向
陽
高
等
学
校
と

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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十
一
月
二
日（
土
）、
本
学
主

催
に
よ
る
第
三
回「
高
校
生
の

体
験
発
表
会
」を
聖
徳
大
学
香

順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
高
等
学
校

四
十
七
校
と
中
学
校
五
校
の
計

五
十
二
校
か
ら
総
勢
百
七
十
二

名
が
参
加
し
、
五
十
三
の
発
表

と
ビ
デ
オ
映
像
一
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
発
表
会
は
、
多
様

な
学
校
や
学
科
の
枠
を
超
え
た

交
流
を
通
し
て
高
校
生
や
中
学

生
の
教
育
活
動
が
さ
ら
に
深
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
内
容
は
、
地
域
社
会
と

の
連
携
、
防
災
教
育
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
充
実
し
た
理
科

教
育
、
小
学
生
と
高
校
生
の
授

業
交
流
、
海
外
留
学
等
か
ら
得

た
経
験
、
社
会
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
〇
二
〇
に

向
け
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
。
ど
れ
も
興
味
深
く
、

生
徒
た
ち
の
主
体
的
な

学
び
が
生
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
も
優
れ
た
発
表
二

つ
に
贈
ら
れ
る
聖
徳
大

学
長
賞
は「
メ
ラ
ノ
ー

マ（
悪
性
黒
色
腫
）に
つ

い
て
」（
千
葉
県
立
東
葛

飾
高
等
学
校
）と「
私
達

の
街
に
薬
草
園
を
！！
〜

薬
草
園
の
普
及
活
動
と

憩
い
の
場
を
目
指
し
て

〜
」（
千
葉
県
立
薬
園
台

高
等
学
校
）が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
若
者
の
学

び
の
場
と
な
り
糧
と
な
る

教
育
環
境
の
整
っ
た
聖
徳

大
学
は
、
今
後
も
そ
の
教

育
力
を
高
校
生
や
中
学
生

等
に
提
供
し
、
地
域
に
根

差
し
た
高
等
教
育
機
関
と

し
て
社
会
の
期
待
に
応
え

て
い
き
ま
す
。

聖徳大学長賞（午前の部）の千葉県立東葛飾高等学校

聖徳大学長賞（午後の部）の千葉県立薬園台高等学校

第
三
回 

高
校
生
の
体
験
発
表
会

　

短
大
総
合
文
化
学
科
で
は
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
松
戸
市
の
お

祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
八
日（
土
）・
二
十 

九
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た「
岩

瀬
ま
つ
り
」に
は
、
図
書
館
司

書
ブ
ラ
ン
チ
と
文
芸
・
メ
デ
ィ

ア
ブ
ラ
ン
チ
の
二
年
生
、
図
書

館
司
書
・
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス
の
一
年

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
年
生

は
初
め
て
屋
台
を
任
さ
れ
、
自

ら
制
作
し
た
絵
本『
南
総
昔
話
・

民
話
集
』の
展
示
や
手
作
り
の

「
枝
豆
ク
ッ
キ
ー
」の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。ク
ッ
キ
ー
は
完
売

し
、
絵
本
に
も
多
く
の
子
ど
も

の
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。
学

生
は
着
ぐ
る
み
を
着
て
パ
レ
ー

ド
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

十
月
五
日（
土
）の「
松
戸
ま

つ
り
」に
は
、
現
代
教
養
ブ
ラ

ン
チ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン

チ
の
二
年
生
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

造
形
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
一
年

生
が
参
加
し
ま

し
た
。
事
前
に
子

ど
も
た
ち
か
ら

ト
ー
ト
バ
ッ
グ

（
お
弁
当
バ
ッ
グ
）

の
デ
ザ
イ
ン
画

を
募
集
し
て
コ

ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
そ
の
入

賞
作
品
を
二
年

生
が
手
作
り
し

ま
し
た
。応
募
総

数
は
三
二
八
件

で
、そ
の
中
か
ら
八
点
を
制
作
し

ま
し
た
。
お
祭
り
当
日
は
、バ
ッ

グ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
引

率
役
の
学
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日（
月
・
祝
）
は
、

「
小
金
宿
ぶ
ら
り
市
」に
、観
光
・

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
チ
と
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ
の
二
年

生
、
国
際
観
光
・
ホ
テ
ル
コ
ー
ス

と
図
書
館
司
書
・
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス

の
一
年
生
が
参
加
し
、
会
場
内

で
手
作
り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降

る
中
で
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
来
場
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

地
元
松
戸
市
各
地
の

お
祭
り
に
参
加
し
て

小金宿ぶらり市

「お弁当バッグに夢を詰め込んで」デザイン画受賞者
（松戸まつりにて）

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

　

心
理
教
育
相
談
所
は
、地
域

住
民
の
心
の
健
康
に
寄
与
す
る

た
め
、日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
講

演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。九
月

二
十
一
日（
土
）に
、聖
徳
大
学

生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー

に
て「
教
員
の
た
め
の
心
理
学

講
座
Ⅳ　

保
護
者
と
の
関
係
を

ど
う
作
る
か
〜
普
通
の
人
を
モ

ン
ス
タ
ー
に
し
て
し
ま
わ
な
い

た
め
に
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
教
員
の
た
め
の
心
理
学
講

座
は
、今
回
で
第
四
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
回
は
、教
員
で

あ
れ
ば
誰
も
が
関
わ
る「
保
護

者
」の
心
理
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
、心
理
学
科
の
北
村
世
都

准
教
授
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。 　

ま
ず
、保
護
者
の
話
の
聴
き

方
や
、保
護
者
対
応
に
必
要
な

面
接
技
術
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。
北
村
准
教
授
に
よ
る
と
、

教
員
は
第
一
に
保
護
者
の
感
情

を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。そ
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、説

明
や
説
得
よ
り
先
に
保
護
者
の

訴
え
を
十
分
に
聴
く
こ
と
、相

手
の
良
い
面
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
模

擬
事
例
に
よ
る

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ

ド
が
導
入
さ
れ
、

自
分
で
あ
れ
ば

実
際
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
す

る
か
、
参
加
者

同
士
の
間
で
意

見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
講
座

で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
た
意

見
も
多
く
発
表

さ
れ
、活
発
な
事
例
検
討
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
保
護
者
対

応
に
必
要
な
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」等
の
感
想
が
あ
り
、

充
実
し
た
心
理
学
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

（
聖
徳
大
学

　
　
　

心
理
教
育
相
談
所
長

山
口　

豊
一
）

講
演
会

「
保
護
者
と
の
関
係
を
ど
う
作
る
か
」北村世都准教授

所
長
の
伝
言
板

心
理
教
育
相
談
所第

35
回

カボチャをくり抜いて“Jack-o'-Lantern”の出来上がり
　

十
月
二
十
五
日（
金
）、
語
学

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り

多
く
の
学
生
に
語
学
教
育
セ
ン

タ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

今
後
の
利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
、

教
職
員
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
カ
ボ
チ
ャ
く
り
抜
き

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
年
々
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
多
い
中
、
優
勝
は

「
こ
れ
ぞ
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」と
い

う
も
の
が
投
票
で
選
ば
れ
ま
し

た
。
昼
休
み
や
空
き
時
間
に
は

多
く
の
学
生
が
立
ち
寄
り
、
大

き
な
ケ
ー
キ
と
た
く
さ
ん
の
お

菓
子
や
ス
ナ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま

し
た
。
教
員
も
、
毎
年
何
に
仮

装
す
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
、
思
い
思
い
の
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン

セ
ン
ト
教
授
の
司
会
で
、
英
語

で
絵
を
当
て
る“Pictionary

”

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
優
勝
チ
ー
ム

は
か
わ
い
ら
し
い
商
品
と
お
菓

子
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
今

後
も
学
生
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・パ
ー
テ
ィ
ー

Happy Halloween !

総
合
文
化
学
科 

だ
よ
り
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「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

後
世
へ
の
思
い 

つ
な
が
る

募
金
だ
よ
り

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を

目
に
す
る
機
会
が
増
え
、来
年

の
東
京
で
の
開
催
に
向
け
て
盛

り
上
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
ま

す
。日
本
人
女
性
が
初
め
て
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
の
は
、一
九
二
八
年
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
こ
と
で
し
た
。
人
見
絹
枝

さ
ん（
陸
上
女
子
八
〇
〇
㍍
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
）は
当
時
、海
外
女

子
選
手
の
恵
ま
れ
た
練
習
環
境

を
目
の
当
た
り
に
し
、日
本
と

の
違
い
に「
自
分
の
後
に
続
く

人
た
ち
の
た
め
に
」と
奮
起
し

た
そ
う
で
す
。

　

聖
徳
に
も
、後
世
に
続
く
学

生
の
た
め
に
と
思
い
を
募
ら
せ

た
卒
業
生
が
多
く
い
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
形
に
し
た
の
が

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年

記
念
奨
学
基
金
」で
す
。
大
学
・

短
期
大
学
部
の
卒
業
生
で
構
成

さ
れ
る
香
和
会
は
、会
の
発
足

五
十
周
年
を
機
に
、会
員
や
そ

の
子
・
孫
の
聖
徳
大
学
へ
の
進

学
支
援
を
通
じ
て
建
学
の
精
神

で
あ
る「
和
」を
後
世
へ
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
こ
の
基

金
を
作
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
よ
り
始
ま
っ

た
こ
の
基
金
は
、聖
徳
大
学
香

和
会
特
待
制
度
の
原
資
と
し
て
、

毎
年
支
援
の
人
数
を
増
や
し
な

が
ら
、十
八
名
の
進
学
支
援
に

役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
本
基
金
は
、こ
れ
ま
で
香
和

会
員
を
中
心
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、バ
ト
ン

を
つ
な
ぐ
よ
う
に
末
永
く
続
く

支
援
と
し
て
大
き
く
育
て
て
い

く
た
め
、広
く
皆
さ
ま
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
く
、こ
こ
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
法
人
役
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
口　

富
彌 

様

（
八
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

鈴
木　

義
行 

様
（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

松
本　

眞
佐
美 

様

　

松
本　

瑠
蘭 

様

小
澤　

幹
雄 

様 

八
九
冊

林
正　

健
二 

様 

三
五
九
冊

匿
名
希
望
者

　
　
　
　
　

一
三
件 

一
、五
八
三
冊

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

「
Ｓ
ｅ
ｉ
ｔ
ｏ
ｋ
ｕ
古
本
募
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

珠
緒 

様

（
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

髙
橋　

英
雄 

様

（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
五
、〇
〇
〇
円
）

 

匿
名
希
望
者
合
計

● 

合
計

七
件 

三
五
五
、〇
〇
〇
円

● 

累
計

二
五
九
件 

四
八
、二
五
〇
、八
四
一
円

● 

合
計 

一
六
件（
二
、〇
三
一
冊
）

 

四
五
、七
五
九
円

● 

累
計 

九
三
件（
八
、八
六
六
冊
）

 

二
二
七
、〇
二
四
円

● 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

●

東
京
聖
徳
学
園
　
募
金
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
． ０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  http://w

w
w

.seitoku.jp
/bokin/

聖徳 募金
検 索 ▲

（
五
、〇
〇
〇
円
）

 

匿
名
希
望
者
合
計

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

● 

合
計

一
件 

五
、〇
〇
〇
円

● 

累
計

二
六
件 

三
三
、八
二
三
、五
〇
〇
円

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
元
年
十
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

  

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

　

本
学
文
学
部
の
卒
業
生（
平

成
二
十
九
年
卒
）が
、
忍お

し

足だ
り

み

か
ん
の
作
家
名
で
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

初
の
エ
ッ
セ
イ
本『
＃
ス
マ

ホ
の
奴
隷
を
や
め
た
く
て
』（
文

芸
社
、二
〇
一
九
年
）は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
便
利
さ
に
夢
中
に

な
る
に
つ
れ“
ス
マ
ホ
依
存
症
”

に
陥
っ
た
作
者
自
身
が
、さ
ま
ざ

ま
な
危
機
に
直
面
し
た
こ
と
を

機
に
ス
マ
ホ
中
心
の
生
活
か
ら

脱
却
し
、
充
実
し
た
日
常
生
活

を
取
り
戻
し
て
い
く
ま
で
の
実

体
験
を
も
と
に
書
か
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
よ
り
全
国
の
書
店
で

発
売
中
で
す
。

文
学
部
卒
業
生
が

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

デ
ビ
ュ
ー

三省堂神保町本店内にて

とろけるような食感が特徴の宇宙かぼちゃプリン

　

九
月
二
十
九
日（
日
）、
昨
年

に
続
き
学
生
に
よ
る
選
書
ツ
ア
ー

を
三
省
堂
書
店
神
保
町
本
店
で

開
催
し
ま
し
た
。目
的
は
、大
学

図
書
館
の
蔵
書
構
成
に
学
生
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

参
加
学
生
は
九
名
。ツ
ア
ー

に
先
立
ち
、
同
書
店
千

葉
営
業
所
髙
橋
謙
介
さ

ん
か
ら
選
書
に
当
た
っ

て
の
注
意
事
項
や
ご
自

身
が
書
店
員
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
の
興
味

深
い
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
曜
で

か
な
り
混
ん
だ
フ
ロ
ア

で
、
お
客
さ
ま
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
な
が
ら
選
書
を

行
い
ま
し
た
。
選
書
で

き
る
時
間
は
、
九
十
分

で
し
た
の
で
、
一
階
か

ら
六
階
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
る

書
棚
を
見
な
が
ら
選
書
す
る
の

に
は
、
時
間
が
足
り
な
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、
大

型
書
店
は
品
揃
え
が
よ
い
の
で
、

類
書
の
比
較
で
は
目
移
り
し
て

ま
ご
つ
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

図
書
館
員
に
と
っ
て
、
選
書

の
仕
事
は
と
て
も
重
要
で
す
。

新
聞
な
ど
の
書
評
に
目
を
通
し
、

頻
繁
に
書
店
に
足
を
運
ん
で
目

利
き
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。ツ
ア
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、「
多
角
的
な
視
点
で
考
え

な
が
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
楽

し
か
っ
た
」と
の
う
れ
し
い
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の
成

長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
開
催
を
快
諾
い
た
だ

い
た
三
省
堂
書
店
千
葉
営
業
所

所
長
の
松
澤
弘
三
さ
ん
と
前
述

の
髙
橋
さ
ん
、
そ
し
て
入
念
な

準
備
と
引
率
を
し
て
い
た
だ
い
た

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
の
職
員

の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

第
二
回 

選
書
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

選書中は真剣そのもの
　

本
学
人
間
栄
養
学
科
四
年
南み

な
み

埜の

有ゆ

貴き

さ
ん
が
レ
シ
ピ
を
考
案

し
た
ス
イ
ー
ツ「
松
戸
白
宇
宙

か
ぼ
ち
ゃ
の
濃
厚
ク
リ
ー
ム
プ

リ
ン
」が
商
品
化
さ
れ
、
松
戸

駅
前
の
商
業
施
設「
キ
テ
ミ
テ

マ
ツ
ド
」の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に

て
、
十
月
二
十
六
日（
土
）か
ら

十
一
月
十
日（
日
）ま
で
の
週
末

限
定
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ス
イ
ー
ツ
は
、
南
埜
さ
ん

ん
が
一
年
次
に
応
募
し
た「
第

五
回
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
一
般
社
団

法
人
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の

会
主
催
／
二
〇
一
六
年
開
催
）

に
お
い
て
、
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
も
の
で
す
。

　

突
然
の
商
品
化
の
知
ら
せ
を

受
け
て
驚
い
た
と
い
う
南
埜
さ

ん
。「
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の
素
朴
な

甘
み
を
引
き
立
て
る
よ
う
、
上

白
糖
で
は
な
く
て
ん
さ
い
糖
を

使
用
し
た
」と
工
夫
し
た
点
に

つ
い
て
話
し
、「
販
売
ま
で
の
過

程
を
目
の
当
た
り
に
し
勉
強
に

な
っ
た
。
将
来
は
商
品
開
発
に

携
わ
り
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
製
品
を
作
り
た
い
」

と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
人
間
栄
養
学
科

学
生
考
案
の
レ
シ
ピ
が
商
品
化

「
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の

濃
厚
ク
リ
ー
ム
プ
リ
ン
」

南埜さん（左）と、商品化に携わった（株）ビケンテクノの浦野さん
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実
習
体
験
か
ら
の
学
び

　

十
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、卒
業
前
の
最
後
の
実
習
と

し
て
一
部
二
年
生
と
二
部
二
年

生
は「
幼
稚
園
実
習
Ⅱ
」を
、二

部
三
年
生
は「
保
育
所
実
習
Ⅱ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
習
前
の
学
生
た
ち
の
不
安

の
一
つ
に“
責
任
実
習（
全
日
行

う
実
習
）”が
あ
り
ま
す
。
発
達

に
応
じ
た
教
材
を
考
え
る
時
な

ど
、「
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
」「
話

が
伝
わ
る
か
な
」と
不
安
に
思

う
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
実
習
前

指
導
で
は
、指
導
案
作
成
と
同

時
に
体
験
的
な
学
び
を
重
視
し

た
模
擬
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
学
生
は
、「
飛
べ
ト
ン
ボ
」

の
見
本
を
大
き
く
作
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
見
や
す

く
な
る
よ
う
、視
覚
教
材
を
工

夫
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
模
擬
保
育
で
は
、気
付

い
た
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る
こ

と
、伝
え
方
な
ど
を
学
生
同
士

で
評
価
し
て
改
善
に
生
か
す
よ

う
に
し
、互
い
に
学
び
合
う
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
手
順
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
た
」「
手
が
震
え
て
い
た
け

ど
笑
顔
で
頑
張
っ
た
ね
」な
ど
、

共
に
学
び
合
う
仲
間
と
認
め
合

う
こ
と
で
自
信
を
つ
け
て
い
き

ま
す
。

　

実
習
を
終
え
て
一
回
り
大
き

く
成
長
し
た
学
生
た
ち
は
今
、

自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

実
習
を
契
機
に
、就
職
活
動
に

向
け
て
張
り
切
る
姿
も
見
ら
れ

ま
す
。
授
業
で
も
実
習
で
得
た

学
び
の
宝
物
を
意
見
と
し
て
発

表
し
た
り
、今
ま
で
以
上
に
ピ

ア
ノ
を
練
習
し
た
り
す
る
な
ど
、

保
育
者
へ
の
道
を
意
識
し
た
態

度
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

十
一
月
三
日（
日
・
祝
）、
本

校
と
三
田
幼
稚
園
合
同
の
聖
徳

に
こ
に
こ
ま
つ
り（
文
化
祭
）を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、卒
業

生
、
高
校
生
、
園
児
と
保
護
者
、

地
域
住
民
な
ど
約
千
五
百
名
の

参
加
者
で
校
舎
内
・
園
庭
が
溢

れ
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
に
向
け
て
一
年
生
が
集

中
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、「
児
童

文
化
」の
授
業
で
学
ん
で
き
た

「
人
形
劇
」の
披
露
で
す
。
観
客

席
は
未
就
園
児
を
含
む
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ま
で
満
席
に
な
り

ま
し
た
。
学
生
は
子
ど
も
た
ち

の
前
に
立
ち
、
手
遊
び
等
を
取

り
入
れ
な
が
ら
惹
き
つ
け
て
い

き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
大
声

を
出
し
て
応
援
し
た
り
笑
っ
た

り
す
る
反
応
を
見
て
、
演
じ
た

学
生
も
感
動
の
連
続
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
日
頃
の
成
果
を

作
品
に
し
て
展
示
し
た
こ
と
で

す
。
折
り
紙
や
壁
面
装
飾
、エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等
、
授
業
で

得
た
知
識
や
技
術
を
十
分

に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
遊
び
コ
ー

ナ
ー
」の
開
催
で
す
。
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
で
は
年
齢
に
よ
っ
て
釣

り
ざ
お
の
長
さ
を
調
整
し
て
難

易
度
を
変
え
る
な
ど
、
発
達
に

応
じ
た
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。

子
ど
も
と
目
線
を
合
わ
せ
、「
頑

張
っ
て
ね
」「
ど
う
や
る
か
分
か
っ

た
か
な
」と
声
を
掛
け
る
学
生

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
日
も
遅
く
ま
で
主
体
的
に

校
舎
内
の
装
飾
等
を
準
備
し
た

生
徒
た
ち
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、

将
来
、
保
育
の
現
場
で
大
い
に

役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り（
文
化
祭
）を
開
催

　

十
月
十
四
日（
月
・
祝
）、
第

三
十
七
回
体
育
祭
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
の
体
育
祭
は
、
直

前
に
台
風
十
九
号
に
見
舞
わ
れ

た
た
め
、
翌
日
順
延
か
つ
当
日

も
雨
天
に
よ
り
体
育
室
で
の
実

施
と
な
る
な
ど
、
多
く
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

練
習
期
間
初
日
の
十
日（
木
）

午
後
、
台
風
に
よ
る
影
響
を
考

慮
し
、
選
手
種
目
競
技
の
み
事

前
に
実
施
し
て
、
そ
の
得
点
を

体
育
祭
当
日
に
加
算
す
る
等
の

特
別
措
置
を
取
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
選
手
種
目
は
一
〇
〇
㍍

　

九
月
二
十
八
日（
土
）、
二
十 

九
日（
日
）、「
♯
蒼
×
春
」を
テ
ー

マ
に
第
三
十
七
回
聖
徳
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
二
日

間
と
も
一
般
公
開
し
、
多
く
の

お
客
さ
ま
が
訪
れ
ま
し
た
。
中

で
も
初
日
に
実
施
し
た「
中
学

競
走
、一
〇
〇
〇
㍍
競
走
、
色
別

対
抗
リ
レ
ー
お
よ
び
ク
ラ
ス
対

抗
リ
レ
ー
で
す
。
急
な
変
更
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
の
取
り

組
み
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、教

員
も
緊
張
感
を
持
っ
て
運
営
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
雨
が
続
き
、十
二
日

（
土
）は
台
風
直
撃
の
た
め
臨
時

休
校
、
十
三
日（
日
）に
教
職
員

が
事
前
準
備
を
行
い
、
十
四
日

に
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

第
一
体
育
室
に
お
い
て
、学
年

種
目
や
ダ
ン
ス
発
表
な
ど
次
々

に
競
技
が
行
わ
れ
、会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。保
護
者

の
参
観
も
多
く
、
大
き
な
拍
手

が
生
徒
た
ち
の
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
赤
組
の
優
勝
、

応
援
合
戦
も
赤
組
が
勝
利
し
、

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

準
備
不
足
に
よ
る
混
乱
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、全
生
徒
・

全
教
職
員
が
一
つ
に
な
り
、
大

き
な
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

校
英
語
劇
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
度
新
設
さ
れ
た
Ｓ
探
究

コ
ー
ス
と
Ｌ
Ａ
コ
ー
ス
で
は
、一

年
生
の
台
本
を
新
た
に
し
、Ｓ
探

究
コ
ー
ス
は“The Restaurant 

W
ild Cat House

”、
Ｌ
Ａ
コ
ー

ス
は 

“The King is Com
ing

”

を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二

年
生
は“Peter Pan

”、
三
年
生

は“Cinderella

”を
発
表
し
ま

し
た
。
上
級
生
は
昨
年
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
、
素
晴
ら
し

い
劇
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

六
月
か
ら
台
本
の
読
み
合
わ

せ
や
配
役
決
め
を
行
い
、
夏
休

み
中
に
大
道
具
や
小
道
具
を
制

作
し
ま
し
た
。
九
月
に
実
施
し

た
北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
の
合

同
練
習
で
も
、
学
年
を
超
え
て

互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が

ら
、
本
番
に
向
け
て
練
習
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
番
直

前
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

舞
台
上
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
上
回
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
、こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
三
年
Ａ
組
、

優
秀
賞
に
は
二
年
Ｂ
組
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
特
別
賞
は
、シ
ン

デ
レ
ラ
の
継
母
役
で
素
晴
ら
し

い
演
技
が
光
っ
た
青
木
葵
さ
ん

（
三
年
Ｂ
組
）に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
所
懸
命
に
覚
え
た
英
文
は
、

何
年
た
っ
て
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
英
語

学
習
に
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度 

第
三
十
七
回 

体
育
祭
を
終
え
て

聖
徳
祭 

中
学
校
英
語
劇
コ
ン
テ
ス
ト

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・

沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で
毎

年
行
わ
れ
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

の
う
ち「
卒
業
生
に
よ
る
体
験

発
表
」は
保
護
者
に
特
に
好
評

の
企
画
で
す
。
今
号
で
は
九
月
、

十
月
に
開
催
し
た
会
の
中
か
ら
、

二
名
の
卒
業
生
の
発
表
を
紹
介

し
ま
す
。

　

滝
口
絢
女
さ
ん（
東
北（
南
）

支
部
、
平
成
三
十
一
年
三
月
短

期
大
学
部
保
育
科
卒
業
）は
現

在
、
福
島
県
白
河
市
立
ひ
が
し

保
育
園
で
公
立
保
育
士
と
し
て

勤
務
し
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
公
務

員
対
策
講
座
の
充
実
や
教
員
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
職
員
の
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
希
望
す

る
キ
ャ
リ
ア
を
実
現
し
ま
し
た
。

在
学
中
は
、
学
生
寮
で
学
部
や

学
年
の
異
な
る
友
人
と
過
ご
し

多
様
な
経
験
・
知
識
を
得
た
こ

と
や
、
附
属
の
幼
稚
園
で
の
内

部
実
習
を
経
て
大
き
く
成
長
で

き
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、「
大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
友
人

や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

川
野
日
菜
さ
ん（
甲
信
地
区

支
部
、
平
成
三
十
一
年
三
月
看

護
学
部
卒
業
）は
現
在
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院（
新
宿
区
）で
看

護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
流
礼
法
教
育
や
ハ
ワ
イ

大
学
で
の
海
外
研
修
な
ど
、
在

学
中
の
学
び
が
現
場
で
役
立
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。就
職

活
動
で
は
、
多
く
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
や
、

教
員
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
支

援
を
受
け
て
履
歴
書
の
書
き
方

や
面
接
へ
の
対
策
を
講
じ
た
こ

と
を
話
し
、「
悔
い
の
な
い
よ
う

充
実
し
た
学
生
生
活
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
後
輩
へ
の
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

大
学
・
短
期
大
学
部

　
　
　　
　
後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

●
●
●
●
●
●

活
動
報
告

滝口絢女さん

川野日菜さん「飛べトンボ」の制作

模擬保育の様子

来場者が楽しくなる飾りつけ

おさかな何匹釣れるかな？

人形劇を披露

前日まで文化祭準備を頑張りました
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十
月
十
四
日（
月・祝
）と
十
六

日（
水
）、「Let ,s be colorful!

」

を
テ
ー
マ
に
第
三
十
七
回
聖
徳

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
台
風

十
九
号
の
影
響
に
よ
り
日
程
変

更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
無
事
に

二
日
間
開
催
し
、
一
般
公
開
で

は
約
九
百
五
十
人
の
お
客
さ
ま

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

玄
関
や
廊
下
は
実
行
委
員
に

よ
っ
て
か
わ
い
ら
し
い
装
飾
が

施
さ
れ
、
各
教
室
に
は
ク
ラ
ス

ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬

店
が
開
か
れ
ま
し
た
。
校
内
中

が
華
や
か
で
、
歩
い
て
い
る
だ

け
で
楽
し
め
る
雰
囲
気
に
満
ち

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
明
和
会（
生
徒
会
）

役
員
や
実
行
委
員
が
協
働
し
て

会
議
を
重
ね
、
生
徒
主
体
で
企

画
・
運
営
し
ま
し
た
。
当
日
は

全
生
徒
が
聖
徳
祭
を
楽
し
め
る

よ
う
、
準
備
や
委
員
会
の
仕
事

は
す
べ
て
前
日
ま
で
に
終
え
ら

れ
る
よ
う
に
日
程
を
調
整
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
活
動
だ
け
で
な

く
、
後
援
会
に
よ
る
支
援
や
バ

ザ
ー
品
の
提
供
な
ど
、
多
方
面

か
ら
の
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ

て
実
現
し
た
聖
徳
祭
。
ほ
か
に

も
、
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
の

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の

心
遣
い
を
受
け
ま
し
た
。
今
度

は
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
思

い
に
応
え
る
よ
う
、
周
囲
を
思

い
や
り
、
行
動
に
移
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Let ,s be colorful!

　

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
の
一
年
生（
中
一
）か
ら

四
年
生（
高
一
）が
、
九
月
七
日

（
土
）か
ら
十
日（
火
）ま
で
三
泊

四
日
の
日
程
で
北
蓼
科
高
原
体

験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
台

風
の
接
近
が
心
配
さ
れ
る
中
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
天
候
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な

く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

四
年
生
は
地
元
の
民
芸
品
で

あ
る
わ
ら
馬
を
製
作
し
ま
し
た
。

細
か
い
作
業
の
連
続
に
苦
労
し
、

時
間
を
延
長
し
な
が
ら
も
、
一

所
懸
命
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
立
派
な
わ

ら
馬
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
マ
ス
の
つ
か
み
取

り
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
き
て

い
る
魚
を
初
め
て
触
る
生
徒
も

多
く
、
歓
声
や
悲
鳴
を
上
げ
な

が
ら
も
楽
し
そ
う
に
マ
ス
を
つ

か
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
ハ
イ
ク
の
日
は
、
本
校

と
し
て
は
初
め
て
訪
れ
る
軽
井

沢
絵
本
の
森
美
術
館
と
エ
ル
ツ

お
も
ち
ゃ
博
物
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
絵
本
の
森
美
術
館
に
は
、

雰
囲
気
の
良
い
ガ
ー
デ
ン
と
建

物
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
博
物
館
で
は
、ド
イ

ツ
エ
ル
ツ
地
方
の
伝
統
工
芸
や

木
工
お
も
ち
ゃ
の
展
示
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
し
て
成
長
し
た
生
徒

た
ち
は
、学
校
生
活
に
お
い
て
も
、

さ
ら
に
実
り
あ
る
日
々
を
過
ご

し
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
～
四
年
生　

北
蓼
科
高
原
体
験
学
習

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

国
際
的
な
学
習
到
達
度
調
査

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
１
５
）の
結
果

が
第
一
位
の
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
。
そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
名

門
校「
南
洋
小
学
校（Nanyang 

Prim
ary School

）」か
ら
、
十

月
三
日（
木
）に
黄
副
校
長
、
陳

副
校
長
の
二
名
が
来
校
し
ま
し

た
。
同
校
は
、
本
校
五
年
生
が

毎
年
修
学
旅
行
で
訪
問
し
て
い

る
学
校
で
す
。

　

校
内
見
学
で
は
、
特
に
日
本

の
伝
統
文
化
へ
の
関
心
が
高
く
、

小
笠
原
流
礼
法
授
業
に
興
味
深

く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
聖
徳
祭
に
向
け
た
練
習

の
様
子
や
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

式
の
教
室
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

授
業
、
緑
あ
ふ
れ
る
校
庭
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
児
童
と
一
緒
に
本

校「
食じ

き

堂ど
う

」で
会
食
を
体
験
し

ま
し
た
。
南
洋
小
学
校
で
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー

ド
コ
ー
ト
の
よ
う
な
場
所
で
各

自
が
好
き
な
食
べ
物
を
購
入
す

る
ス
タ
イ
ル
の
た
め
、明

和
班（
異
学
年
に
よ
る
縦

割
り
班
）ご
と
に
食
べ
る

本
校
と
の
違
い
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

各
学
年
十
三
ク
ラ
ス

を
有
す
る
南
洋
小
学
校

は
、
一
学
年
で
本
校
の

全
校
児
童
数
を
上
回
る

大
規
模
な
小
学
校
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、小

学
三
年
生
の
時
に
英
才

コ
ー
ス
に
入
れ
る
か
ど

う
か
が
決
ま
り
ま
す
が
、

同
校
は
そ
の
コ
ー
ス
の
受
け
入

れ
指
定
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
学
校
と
の
交
流
に
、

今
後
も
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

十
月
十
四
日（
月
・
祝
）、
秋

季
大
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
型
台
風
接
近
に
よ
り
延
期
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
例
年
以
上

に
園
児
と
参
加
者
の
安
全
と
環

境
づ
く
り
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
不
安
定
な
寒
空
の
も

と
、
園
児
た
ち
は
ク
ラ
ス
旗
の

前
に
並
ん
で
集
合
し
ま
し
た
。

多
く
の
お
客
さ
ま
に
囲
ま
れ
て
、

い
つ
も
と
異
な
る
雰
囲
気
に
不

安
な
顔
を
見
せ
る
園
児
も
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
！
」と

空
高
く
届
く
よ
う
力
と
心
を
合

わ
せ
ま
し
た
。

　

転
ん
で
も
最
後
ま
で
走
り
き
っ

た
か
け
っ
こ
。
友
達
と
一
緒
に

隊
形
変
化
を
し
な
が
ら
踊
っ
た

遊
戯
。
約
束
を
守
り
一
所
懸
命

に
頑
張
っ
た
競
技
。
そ
し
て
続

く
五
歳
児
年
長
組
の
マ
ス
ゲ
ー

ム「
め
ざ
せ
！
宝
島
☆
」で
は
、

開
始
間
際
で
雨
粒
が
…
。
次
第

に
雨
脚
が
強
ま
る
中
、
園
児
た

ち
は
必
死
に
表
現
し
ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
の
技
が
決
ま
る
た
び

に
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、
ま
る

で
宝
島
を
目
指
す
冒
険
を
演
出

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

雨
は
さ
ら
に
強
く
降
り
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
何
と
か
披
露

で
き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進

行
し
ま
し
た
が
、途
中
で
中
断
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
園
児
た
ち
は
、
体
を
動
か

す
喜
び
を
味
わ
い
、「
や
れ
ば
で

き
る
」と
い
う
気
持
ち
が
育
っ

た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
園
児
た
ち
が
主
体
的

に
遊
び
を
広
げ
夢
中
に
な
れ
る

よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を

大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
頑
張
っ
た
！

秋
季
大
運
動
会

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
お
客
さ
ま

～
南
洋
小
学
校
の
副
校
長
先
生
が
来
校
～

焼きそばおいしいよ！

みんなで心を合わせて「めざせ！宝島☆」

コンピューター室にて

トウモロコシの収穫体験

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

「
い
つ
ま
で
も
、い
つ
ま
で
も
」

～「木登りの樹 」との お別れ会 ～

　

台
風
十
五
号
の
影
響
で
、
本

校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
校
庭

の「
木
登
り
の
樹
」が
倒
れ
ま
し

た
。
開
校
以
来
三
十
三
年
と
五

カ
月
余
り
、“
聖
徳
の
子
”の
遊

び
場
と
な
っ
た
り
、
優
し
い
木

陰
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
し
た

だ
け
に
、
残
念
が
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
木
登
り
の
樹
」と
い
っ
て
も
、

垂
直
に
伸
び
た
樹
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
水
平
に
伸
び
た
幹
が
特
徴

的
な
、
秋あ

き

楡に
れ

の
樹
で
す
。
尻
込

み
し
そ
う
な
子
ど
も
で
も
、
優

し
く
木
登
り
に
誘い

ざ
なう
そ
の
姿
を

見
込
ま
れ
て
、
開
校
時
に
遠
路

は
る
ば
る
九
州
か
ら
運
ば
れ
て

き
ま
し
た
。
よ
じ
登
っ
た
り
、

飛
び
降
り
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
出
が
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な「
木
登
り
の
樹
」で
す
が
、
あ

の
強
風
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

台
風
か
ら
二
十
八
日
目
を
迎

え
た
十
月
七
日（
月
）、「
木
登
り

の
樹
」と
の
お
別
れ
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
ず
っ
と
こ
の
小
学
校
で
私

た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
も
心
の
中
に
持

ち
続
け
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

明
和
会（
児
童
会
）の
会
長
が

お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る

間
、
子
ど
も
た
ち
は
神
妙
な
面

持
ち
で
、
横
た
わ
る「
木
登
り

の
樹
」を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
お
礼
に
、

皆
で『
さ
よ
う
な
ら
』の
歌
を
、

手
話
を
交
え
て
歌
い
ま
し
た
。

歌
詞
に
あ
る
よ
う
に「
い
つ
ま

で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
忘
れ
ず

に
」い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち

を
伝
え
ま
し
た
。

　

十
月
十
七
日（
木
）に
は
、
伐

採
に
向
け
た
神
事
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。倒
木
と
な
っ
て
一
カ

月
以
上
が
経
っ
て
も
青
々
と
し

た
葉
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
樹

皮
が
つ
な
が
っ
て
い
た
た
め
で

す
。「
木
登
り
の
樹
」は
生
き
続

け
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

伐
採
後
に
掘
り
出
す
予
定
だ
っ

た
切
り
株
は
、
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何

十
年
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
新
し
い
姿
に
生
ま
れ
変
わ

る「
木
登
り
の
樹
」に
期
待
が
膨

ら
み
ま
す
。

「木登りの樹」とのお別れ会

在りし日の「木登りの樹」
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十
月
二
日（
水
）、
未
就
園
児

を
対
象
に
第
十
五
回「
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー

ワ
ー
ル
ド
〜
ミ
ニ
運
動
会
を
し

よ
う
〜
」を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
保
育
室
で『
ト
ン
ト

ン
ト
ン
ト
ン
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』

の
手
遊
び
歌
と
、『
さ
ん
ぽ
』『
小

さ
な
世
界
』『
う
ん
ど
う
か
い
』

の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。絵
本『
り

ん
ご
が
ド
ス
ー
ン
』を
見
た
後

は
、
踊
り
で
使
用
す
る
被
り
物

を
親
子
で
一
緒
に
製
作
し
ま
し

た
。ク
レ
パ
ス
で
好
き
な
動
物

の
顔
に
思
い
思
い
に
目
・
鼻
・
口

を
描
き
、
の
り
で
動
物
の
耳
を

付
け
、
か
わ
い
ら
し
い
動
物
の

被
り
物
を
作
り
ま
し
た
。
幼
児

は
う
れ
し
そ
う
に
頭
に
被
り
、

い
よ
い
よ
ミ
ニ
運
動
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
『
は
と
ぽ
っ
ぽ
体
操
』の
準
備

運
動
を
し
て
か
ら
、
順
番
に
並

ん
で「
か
け
っ
こ
」を
し
ま
し
た
。

次
の「
玉
入
れ
」で
は
、
親
子
で

た
く
さ
ん
玉
を
投
げ
、
籠
に
入

る
と
手
を
た
た
い
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。「
大
玉
こ
ろ
が
し
」で

は
、
大
き
な
ボ
ー
ル
に
驚
き
な

が
ら
も
保
護
者
と
楽
し
く

転
が
し
て
い
ま
し
た
。『
ぷ
に

ぷ
に
体
操
』の
踊
り
で
は
、

自
分
で
作
っ
た
被
り
物
の

動
物
に
変
身
し
て
、
全
身

で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
で
は
、

ビ
ー
ム（
平
均
台
）や
跳
び

箱
を
使
っ
て
体
を
動
か
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後

に
絵
本『
の
せ
て
の
せ
て
』

を
見
て
か
ら
、『
さ
よ
な
ら

の
う
た
』を
歌
い
、
楽
し
い

ミ
ニ
運
動
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

園
外
保
育（
五
歳
児
松
組
）

～
葛
西
臨
海
水
族
園
～

　

秋
に
な
る
と
園
外
保
育
が
学

年
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
十
月

十
五
日（
火
）、五
歳
児
松
組
は
葛

西
臨
海
水
族
園
に
行
き
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
か
ら
、は
と
バ
ス
に
乗
っ

て
現
地
に
向
か
い
ま
す
。
姉
妹

園
で
あ
る
附
属
幼
稚
園
と
附
属

浦
安
幼
稚
園
の
松
組
も
合
同
で

実
施
し
、現
地
で
合
流
し
ま
し
た
。

到
着
す
る
と
、
川
並
知
子
園
長

と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
、

少
し
園
内
を
歩
き
、
お
弁
当
を

食
べ
ま
し
た
。
海
が
見
え
る
テ

ン
ト
デ
ッ
キ
で
シ
ー
ト
を
広
げ
、

保
護
者
手
作
り
の
お
弁
当
を
友

達
と
見
せ
合
い
な
が
ら
笑
顔
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
大
き
な
声
で
騒

い
だ
り
走
っ
た
り
せ
ず
、
興
味

深
く
魚
や
海
の
生
き
物
を
観
察

し
ま
し
た
。「
大
き
い
ね
」「
こ
の

魚
き
れ
い
だ
ね
」と
友
達
と
の

会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。マ

グ
ロ
が
泳
ぐ
大
き
な
水
槽
の
前

で
は
、
水
族
館
の
職
員
に
よ
る

説
明
が
あ
り
、
園
児
た
ち
は
大

き
な
声
で
反
応
を
示
し
て
い
ま

し
た
。熱
意
の
こ
も
っ
た
説
明
に
、

園
児
の
理
解
も
深
ま
っ
た
よ
う

で
す
。ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ー
ナ
ー

で
も
職
員
か
ら
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。ペ
ン
ギ
ン
は
鳥
の
仲
間

で
あ
る
こ
と
や
、
種
類
に
よ
っ

て
大
き
さ
が
異
な
り
、
成
鳥
で

も
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
小
さ
い

種
も
あ
る
こ
と
な
ど
、
園
児
が

理
解
し
や
す
い
言
葉
で
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
海
の
生
き
物
を
た
く
さ
ん
見

て
関
心
を
深
め
、
友
達
と
一
緒

に
過
ご
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

　

毎
年
、成
田
市
立
中
台
中
学

校
三
年
生
が
家
庭
科
の
授
業
の

一
環
で
本
園
を
訪
問
し
ま
す
。

今
年
は
十
月
九
日（
水
）か
ら

十
一
日（
金
）に
か
け
て
三
ク
ラ

ス
が
遊
び
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

遊
戯
室
に
中
学
生
と
園
児
が

集
ま
り
、中
学
生
か
ら
合
唱
を

披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
圧

倒
的
な
歌
唱
力
に
、初
め
は
驚

い
て
い
た
園
児
た
ち
も
、き
れ

い
な
歌
声
に
耳
を
傾
け
、熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、自
己

紹
介
を
し
た
後
、園
庭
で
元
気

い
っ
ぱ
い
に
遊
び
ま
し
た
。
い

つ
も
は
広
く
感
じ
る
園
庭
が
狭

く
感
じ
る
く
ら
い
人
が
多
く
、

　

十
月
三
日（
木
）に
梅
組（
年

中
組
）と
桜
組（
年
少
組
）が
横

浜
市
の「
こ
ど
も
の
国
」に
遠
足

に
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
前
日
か
ら「
明
日
は
晴
れ
る

か
な
？
」「
ド
ン
グ
リ
は
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
る
か
な
？
」と
待

ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

　

十
月
二
十
五
日（
金
）、ヤ
マ

ト
運
輸
株
式
会
社
の
協
力
の
も

と
、交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

初
め
に
、歩
道
や
横
断
歩
道

の
正
し
い
歩
き
方
に
つ
い
て
の

紙
芝
居
を
見
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、「
青
信
号
に
な
っ
た
ら
、

右
・
左
・
右
を
見
て
か
ら
、手
を

挙
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
る
ん
だ

よ
ね
」「
青
信
号
が
チ
カ
チ
カ
し

た
ら
、横
断
歩
道
を
渡
っ
た
ら
だ

め
だ
よ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、信
号
機
や
横
断
歩

道
の
模
型
を
設
置
し
た
保
育
室

で
、安
全
に
道
路
を
歩
く
た
め

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
年
少
・
年
中
・
年
長
が

三
人
一
組
に
な
り
、「
右・左・右
」

と
声
に
出
し
な
が
ら
横
断
歩
道

を
渡
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
ヤ

活
気
の
あ
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
が
よ
ほ
ど
楽
し
か
っ

た
の
か
、そ
の
日
は
園
児
が
教

員
の
そ
ば
に
来
な
い
た
め
、教

員
一
同
戸
惑
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。

　

園
庭
で
は
、走
り
回
り
な
が

ら「
待
っ
て
ー
！
」「
幼
稚
園
生
っ

　

こ
ど
も
の
国
に
着
く
と
、「
幼

稚
園
よ
り
お
庭
が
広
い
！
」「
お

花
が
咲
い
て
い
る
！
」と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
桜
組
は

そ
の
広
い
原
っ
ぱ
で「
む
っ
く

り
く
ま
さ
ん
」や「
お
お
か
み
さ

ん
今
何
時
？
」の
集
団
遊
び
を

し
、思
い
切
り
体
を
動
か
し
て

マ
ト
運
輸
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、ク
ロ
ネ
コ
と
シ
ロ
ネ
コ

も
応
援
に
駆
け
つ
け
、交
通
安

全
教
室
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
上
手
に
で
き
た
ご
ほ
う
び

に
本
物
の
配
達
車
に
乗
せ
て
も

ら
い
、皆
大
喜
び
で
し
た
。

　

昨
今
は
、歩
行
者
が
赤
信
号

で
停
止
中
や
横
断
歩
道
を
渡
る

途
中
で
、車
が
突
然
突
っ
込
み

交
通
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多

て
走
る
の
早
い
な
」と
い
う
中
学

生
の
元
気
な
声
や「
鬼
ご
っ
こ
し

よ
う
！
」「
お
兄
さ
ん
、こ
っ
ち

来
て
」「
お
姉
さ
ん
、お
砂
場
で

遊
ぼ
う
」と
い
う
園
児
の
活
発

な
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し

た
。
中
学
生
が
帰
る
頃
、「
ま
た

明
日
も
来
る
？
」と
園
児
が
聞

く
と
、中
学
生
も「
帰
り
た
く
な

い
」「
楽
し
か
っ
た
」と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

本
園
の
卒
園
生
が
い
た
た
め
、

幼
稚
園
時
代
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、運
動
会
、

発
表
会
、ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
パ
ー

テ
ィ
ー
が
楽
し
か
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
の
思

い
出
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る

こ
と
を
知
り
、今
後
の
保
育
も

心
を
込
め
て
行
お
う
と
、教
員

一
同
決
意
を
新
た
に
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

遊
び
ま
し
た
。
広
場
の
周
り
を

探
検
し
て
ド
ン
グ
リ
を
見
つ
け

る
と
、「
緑
の
ド
ン
グ
リ
も
あ
る

よ
」「
い
ろ
ん
な
形
の
葉
っ
ぱ
が

あ
る
ね
」と
秋
の
自
然
に
興
味

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、梅
組
は
園
内
散
策

で
す
。
白
鳥
湖
で
は
、「
あ
れ
は

ア
ヒ
ル
か
な
？
」「
違
う
よ
、白

鳥
だ
よ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
ク
モ
や
バ
ッ
タ
を
見
つ

け
て
釘
付
け
に
な
っ
て
い
る
子

ど
も
も
い
ま
し
た
。
お
と
ぎ
の

広
場
で
は
、お
と
ぎ
話
に
沿
っ

た
遊
具
や
長
い
滑
り
台
、ネ
ッ

ト
遊
具
な
ど
で
遊
び
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
、「
ま
た
行
き

た
い
な
」「
お
う
ち
に
帰
っ
た
ら

お
母
さ
ん
に
た
く
さ
ん
お
話
し

し
て
あ
げ
よ
う
」と
、楽
し
か
っ

た
遠
足
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
幼
稚
園
に
は
な
い
自
然

に
触
れ
、遊
具
で
遊
び
、子
ど
も

た
ち
の
興
味
や
関
心
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
し
て
い
ま
す
。
来
年
四
月
に

小
学
生
に
な
る
年
長
組
か
ら
は
、

「
手
を
挙
げ
る
と
運
転
手
さ
ん

が
見
え
や
す
い
ん
だ
よ
ね
」「
小

学
校
へ
行
く
途
中
に
大
き
な
横

断
歩
道
が
あ
る
か
ら
気
を
付
け

よ
う
！
」と
い
う
言
葉
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
、今
後
も
交
通
安
全

へ
の
意
識
を
高
め
、実
践
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

毎
年
十
月
の
最
終
日
曜
日
に

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。
在
園
児
は
も

ち
ろ
ん
、
卒
園
生
や
近
隣
住
民

も
多
く
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
ま
す
。

　

今
年
は
十
月
二
十
七
日（
日
）

に
行
わ
れ
、
父
母
の
会
の
協
力

に
よ
り
、
ホ
ー
ル
に
は
献
品

コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
た
く
さ
ん
の
お
店
が
並
び

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
保

護
者
と
一
緒
に
手
作
り
品
を
見

て
歩
き
、「
何
を
買
う
？
」「
こ

れ
か
わ
い
い
ね
」「
こ
っ
ち
は

色
が
き
れ
い
だ
ね
」と
あ
れ
こ

れ
悩
み
な
が
ら
、ホ
ー
ル
を
何

周
も
し
て
い
ま
し
た
。
二
階
の

魚
釣
り
や
輪
投
げ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、「
釣
れ
た
よ
！
」「
輪
に

入
っ
た
よ
！
」と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
幼
稚
園
を

訪
れ
た
卒
園
生
た
ち
も
、
幼
稚

園
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に

楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
模

擬
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
給
食
の

先
生
お
手
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
綿
あ
め

な
ど
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り

な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

父
母
の
会
と
幼
稚
園
が
一
体

に
な
っ
て
企
画
・
開
催
し
た
一

大
イ
ベ
ン
ト「
聖
徳
に
こ
に
こ

ま
つ
り
」。
今
年
も
皆
で
楽
し

み
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

と
遊
ん
だ
よ
！

交
通
安
全
教
室

楽
し
か
っ
た秋の

遠
足

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

玉入れ

大きな水槽にはどんな魚がいるのかな？

「右・左・右！」手を挙げて渡ります

大玉ころがし

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

～
ミ
ニ
運
動
会
をしよ

う
～
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

19.12.1 ret（13,12）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第105号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声

セイトクの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈AO入試〉

令和2年度 大学院（春学期入学）　　　入 試 日 程

令和2年度　入 試 日 程

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈AO入試〉

学校説明会関係行事のご案内 
■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

音楽講習会
学校説明会

学校説明会（2021年度募集）

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※お車でのご来場はご遠慮ください。　※個別相談会は終了時間の30分前までに入場ください。　
※大学院博士後期課程をご希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL.047-365-1200（月～金 8 :30～17 :30、土 8 :30～15 :00）

　聖徳大学通信教育部では、大学院・大学・短期大学部すべてにおいて、
入学説明会を開催しています。通信教育での学習の仕方や皆さんが疑問に
思われていることについて、直接お答えします。予約は不要です。ぜひ、
ご都合の良い日程の説明会にご参加ください。

　本学キャンパスでの説明会では、在学生・卒業生の体験談、スクーリング模擬授業、キャンパスツアーなども
実施しています。開催日ごとに内容が異なりますので、詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

聖徳大学通信教育部
入学説明会のご案内

◇ 聖徳大学主催 入学説明会【松戸キャンパス】
開催日 開催地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月1日（日） 本学キャンパス
（松戸） 13:00〜15:30 聖徳大学松戸キャンパス１号館・香順メディアホール

（JR・新京成電鉄松戸駅東口から徒歩5分）1月12日（日）

◇ 聖徳大学主催 入学説明会（個別相談）
開催日 開催地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月14日（土） 静岡 11:00〜15:00 ＪＲ静岡駅ビルパルシェ 7階第1会議室
（JR静岡駅直結）

12月15日（日） 千葉 11:00〜15:00 ペリエ千葉 7階ペリエホールD・E 室
（JR千葉駅東口直結） 

12月21日（土） 大宮 11:00〜15:00 大宮ソニックシティ 7階 707室
（JR 大宮駅西口から徒歩3分）

12月22日（日） 東京 11:00〜15:00 東京国際フォーラム ガラス棟6階Ｇ602室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

1月18日（土） 水戸 11:00〜15:00 水戸駅ビルエクセル 6階エクセルホールひたち
（JR水戸駅直結）

1月18日（土） 横浜 11:00〜15:00 AP横浜駅西口 4階B会議室
（JR 横浜駅西口から徒歩 6分）

1月19日（日） 大宮 11:00〜15:00 大宮ソニックシティ 9 階 904室
（JR 大宮駅西口から徒歩3分）

1月19日（日） 千葉 11:00〜15:00 バーディーホテル千葉 2階会議室
（JR千葉駅西口から徒歩1分） 

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www. kasuganomori.com/

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

学校説明会［高校］
［中学校］

［中学校］
［中高共通］

音楽科冬期講習会［高校］

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

ナイトキャンパスツアー
オープンキャンパス ▶12月15日［日］ 10：00〜

▶12月3日［火］ 18：00〜

▶2月15日［土］ 9：30〜

▶12月14日［土］ 9：30〜
▶3月14日［土］ 9：30〜
▶12月26日［木］〜12月28日［土］

▶12月21日［土］ 9：30〜13：00

▶12月25日［水］ 9：30〜15：00

▶12月22日［日］ 9：30〜13：00

▶3月14日［土］ 9：30〜

▶2月15日［土］ 9：30〜

▶12月7日［土］ 9：30〜

▶12月7日［土］ 9：30〜

▶2月22日［土］ 14：00〜▶令和2年1月19日［日］10：00〜
▶令和2年1月16日［木］18：00〜

▶令和2年1月5日［日］9：30〜

▶令和2年1月5日［日］9：30〜

▶令和2年2月15日［土］9：30〜（中学1・2年生対象）

▶令和2年1月18日［土］10：00〜11：30（新年長対象）

▶2月22日［土］9：30〜（中学1・2年生対象）

　JR佐久平駅に隣接するミレニアムパークを彩る冬の風物詩。「佐久の美しい星空」をコンセプトに、今年は「The way to the 
Future〜未来への旅〜」をテーマに展開します。長野県内でも最大規模となる約50万球のLED電球を使用した立体的なイルミ
ネーションが、 見る者を幻想的な世界へといざないます。ぜひお立ち寄りください。

個別相談会［高校］

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

　〈博士前期課程〉
　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人入試
内部推薦入試
研究生入試

B 12月2日（月）〜12月6日（金）
12月15日（日）

※ただし音楽文化研究科は
12月14日（土）・15日（日）

C 2月17日（月）〜2月21日（金）
3月1日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月29日（土）・3月1日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人特別入試
内部推薦入試
研究生入試

B 12月2日（月）〜12月10日（火）
12月15日（日）

※ただし音楽文化研究科は
12月14日（土）・15日（日）

C 2月17日（月）〜2月25日（火）
3月1日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月29日（土）・3月1日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生
特別入試

B 12月2日（月）〜12月6日（金）
12月15日（日）

※ただし音楽文化研究科は
12月14日（土）・15日（日）

C 2月17日（月）〜2月21日（金）
3月1日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月29日（土）・3月1日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
内部推薦入試

B 12月2日（月）〜12月10日（火） 12月15日（日）

C 2月17日（月）〜2月25日（火） 3月1日（日）

〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試〉

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

写真提供：佐久市観光協会

開催日時：令和元年10月6日（日）～令和2年1月5日（日）
開催場所：ミレニアムパーク（佐久平駅蓼科口隣）

点灯時間：午後5時～11時

SAKU BLOOMイルミネーション2019 のご紹介

入試区分 日程 エントリー 受理通知の受領 出願 面談・プレゼンテーション

AO入試 大学・短大方式 Ⅴ期 エントリーシート提出不要
出願から開始 ―― 3月2日（月）〜3月10日（火）正午

※日曜・祝日を除く。土曜日は正午まで

3月12日（木）
※「面談」に加え、「作文」を実施。
「プレゼンテーション型」は実施せず。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
B 11月18日（月）〜12月3日（火） 12月8日（日）

内部推薦入試

一般入試
C 1月31日（金）〜2月14日（金） 2月18日（火）

内部推薦入試

一般入試 D 2月20日（木）〜3月9日（月） 3月11日（水）

〈編入学・専攻科入試〉

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
公募推薦入試

（看護学部を除く） 後期 11月18日（月）〜12月3日（火） 12月8日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試
アスリート･セカンドキャリア

支援特別奨学推薦入試
アスリート･サポート

特別奨学推薦入試
帰国子女特別入試

B 11月18日（月）〜12月3日（火） 12月8日（日）

C 2月20日（木）〜3月6日（金） 3月11日（水）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

B 11月18日（月）〜11月26日（火） 12月8日（日）
C 2月20日（木）〜3月2日（月） 3月11日（水）

〈推薦入試〉

〈留学生入試〉

※看護学部は、社会人特別入試A日程、B日程のみ実施する。

※看護学部はAO入試を実施しない。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
A 12月20日（金）〜1月21日（火） 1月26日（日）サテライト試験場〈一般〉入試

（看護学部、音楽学部を除く）

センター試験利用入試 A 12月20日（金）〜1月28日（火）
本学個別学力試験なし

但し､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等2/2（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
一般入試

B 1月31日（金）〜2月14日（金）

2月18日（火）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

但し､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等2/18（火）

一般入試

C 2月20日（木）〜3月9日（月）

3月11日（水）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

但し､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等3/11（水）

実技特別選抜入試
（音楽学部 音楽学科のみ） 3月2日（月）〜3月9日（月） 3月12日（木）

〈一般入試〉

入試区分 日程 エントリー・願書受付期間 面談日

AO入試

前期
D 11月11日（月）〜11月29日（金） 12月1日（日）
E 12月2日（月）〜12月13日（金） 12月14日（土）

後期
A 1月7日（火）〜1月17日（金） 1月18日（土）
B 1月27日（月）〜2月14日（金） 2月15日（土）
C 2月25日（火）〜3月13日（金） 3月14日（土）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

指定校推薦入試
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生

（含専修学校）特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

前期

D 11月11日（月）〜11月29日（金） 12月1日（日）

E 12月2日（月）〜12月13日（金） 12月14日（土）

一般入試 前期
B 11月11日（月）〜11月29日（金） 12月1日（日）
C 12月2日（月）〜12月13日（金） 12月14日（土）

指定校推薦入試
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生

（含専修学校）特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試
一般入試

後期

A 1月7日（火）〜1月17日（金） 1月18日（土）

B 1月27日（月）〜2月14日（金） 2月15日（土）

C 2月25日（火）〜3月13日（金） 3月14日（土）

〈前期・後期入試〉

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学

第1回一般入試
兼 学力特待選考入試

郵送 10月21日（月）〜12月6日（金）
12月7日（土）

窓口 10月21日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第2回一般入試
兼 学力特待選考入試

郵送 10月21日（月）〜12月25日（水）
1月6日（月）

窓口 10月21日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第3回一般入試
兼 学力特待選考入試
英語入試
帰国子女入試

郵送 10月21日（月）〜1月17日（金）
1月18日（土）

窓口 10月21日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第4回一般入試
郵送 10月21日（月）〜1月27日（月）

1月28日（火）
窓口 10月21日（月）〜試験日当日（8：00まで）

高
校

推薦入試
探究型推薦入試
駅伝推薦入試
吹奏楽推薦入試

郵送 12月11日（水）〜12月25日（水）
1月9日（木）

窓口 12月11日（水）〜12月12日（木）

併願推薦型入試
兼 学力特待選考・
　 特別進学コース選考
探究型入試
駅伝入試
吹奏楽入試

郵送 12月11日（水）〜12月25日（水）

1月16日（木）

窓口 12月11日（水）〜12月12日（木）

一般入試
兼 学力特待選考・
　 特別進学コース選考
探究型入試
駅伝入試
吹奏楽入試
帰国子女入試

郵送 12月11日（水）〜12月25日（水）

1月18日（土）

窓口 12月11日（水）〜12月12日（木）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中　

学

第一志望入試
帰国子女入試 Web 11月1日（金）〜11月30日（土） 12月1日（日）

第1回入試
Web 12月2日（月）〜1月19日（日）

1月20日（月）
窓口 入試日当日のみ

第2回入試
Web 12月2日（月）〜1月20日（月）

1月21日（火）
窓口 入試日当日のみ

第3回入試
Web 12月2日（月）〜1月21日（火）

1月22日（水）
窓口 入試日当日のみ

特待生選考入試
Web 12月2日（月）〜1月23日（木）

1月24日（金）
窓口 入試日当日のみ

第4回入試
Web 12月2日（月）〜2月3日（月） 2月4日（火）
窓口 入試日当日のみ

対象 入試区分 願書受付期間 入試日
（
普
通
科
・
音
楽
科
）

高　

校

前期入試
推薦入試 Web 12月17日（火）〜1月11日（土） 1月17日（金）

一般入試
チャレンジ入試 Web 12月17日（火）〜1月18日（土） 1月19日（日）

後期入試 一般入試 Web 12月17日（火）〜2月4日（火） 2月5日（水）

入試区分 願書受付期間 入試日

Ⅲ期入試 11月19日（火）〜12月4日（水） 12月7日（土）

Ⅳ期入試
編入（１学期〜） 12月10日（火）〜1月8日（水） 1月11日（土）


